
◆グループ誕生

　『宝塚どないしょネット』は、2012 年に開催された「市民プロデューサー

養成セミナー 目指せ！私たち発地域防災プロジェクト」の修了生によって

生まれました。 「誰もが安心して暮らせる地域にしたい」という思いを軸に、

人権や男女共同参画の視点を取り入れた防災のあり方を広める活動を続け

ています。

　代表の檜
ひ が き

垣さんは、青森で十勝沖地震、宝塚で阪神・淡路大震災を経験。

さらに東日本大震災を目の当たりにしたことで、「災害時に自分には何がで

きるのか」「社会はどう動くのか」を深く考えるようになり、グループの立

ち上げに関わりました。

　メンバーには、防災士、民生・児童委員、保護司など、地域で活動する多様な立場の人々が参加しています。

◆宝塚のための「防災ガイドブック」

　「宝塚市でまた大災害が起きたらどうしよう」という不安を、前向きな力

に変えたい。そんな思いから、女性の視点を取り入れた防災パンフレット『た

からづか発 わたしの防災力 UP ガイド』を制作。ガイドブックを用いたワー

クショップや講演会を開催し、市民に防災の大切さを伝えてきました。

　しかし、2024 年の能登半島地震の被害を目にし、「阪神・淡路大震災か

ら 30 年経っても、避難生活の困難がほとんど変わっていない」という現実

に強い衝撃を受けました。その悲しみと怒りを原動力に、2025 年に改訂版

を制作することを決めました。

◆誰もが尊厳を守られる避難所をめざして

　避難所では、「困っているけれど言い出しにくい」「わがままと思われる

かもしれない」と、声を上げられない人が少なくありません。特に、女性、

障害者、外国にルーツがある人など、弱い立場の人ほど声が届きにくくな

ります。

　男女共同参画が進む中でも、あえて“女性の視点”を強調するのは、避

難所での暴力やプライバシー不足など、弱い立場の人が直面しやすい課題

が今も続いているから。また、「すべての人を大事にしたい。声にならない

声を拾い上げる必要がある」とメンバーは熱く語ります。

◆今後の活動

　「宝塚どないしょネット」は、女性ならではの視点で「す

べての人に公平な防災」をめざし、改訂版ガイドブックを

用いたワークショップを開催していきます。出前講座も受

付けています。ご興味のある方は、宝塚市人権

平和・男女共同参画課（0797-77-2013）まで。

（還暦ライダー）

女性の目線で防災を考える
～宝塚どないしょネット～
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檜垣さんが普段から持ち歩いている
防災グッズ

ワークショップの様子わたしの防災力 UPガイド 2025 改訂

宝塚どないしょネットのみなさん

市民ひとりひとりが、防災力アップをめざして！！  このガイドをご活用ください。

平成7(1995)年1月17日宝塚市民は阪神・淡路大震災を経験しました。大きな悲しみととも

に、人とのつながり、いざという時こそ女性の視点が大切であることを実感しました。

そして平成23(2011)年3月11日東日本大震災、令和6(2024)年1月1日能登半島地震が発

生しました。

あの阪神・淡路大震災から30年経った今も、被災者の困難は大きく変わっていないことを

再認識した私たちは、12年前に作成したガイドブックの改訂版を作成することにしました。

今後、南海トラフ地震が起きる可能性が高いといわれています。

かけがえのない命を守るために、備えること、つながること、生き抜く覚悟！

今、わたしたちにできることがあります。

いざという時の自分の力、地域の力、いっしょに見直してみましょう。

編集メンバーのつぶやき
★一刻も早く日常を取り戻すために、日頃を大切にして“もしも”に備えよう。（檜）
★平等と公平。何時も公平であることが重要。皆さん考えて ! !（千）　★私のでき
ることは日頃の備え、人のつながり、スフイア理念も心に！ （宇）　★日頃からの備
えと、防災についての知識を身につけることの大切さを再認識 ！（ば）　★パー
ソナルイズポリティカル。久しぶりに思い出しました。（木）　★人を尊重する気
持ちは、もしもの時にも現れる。日頃は大事だ。（ち）　★途中から参加させてい
ただき、大きな学びに感謝です（り）　★このガイドブックが災害時にみんなで
助かる力となりますように（香）　★災害が来ても我慢しなくて大丈夫！大切な
のは備えること（吉）　★日常時も災害時も声の小さな人を取り残さない多様
な視点を（径）　★人もペットも大切な命。同伴避難が安心してできる場所が
必要です（ゆ）　★カットを描きながら学ばせていただいたこと､これからに生
かそうと思います。（や）　★誌面の編集をしながら、「へぇ～」「そうなんだ」
と色々勉強になりました！（達）

この冊子は宝塚市きずなづくり推進事業補助金を活用して制作しました
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女性の視点で防災を考える　宝塚どないしょネット
2012年2月に開催された宝塚市人権男女共同参画課（現宝塚市人権平和・男女共同参画課）主催「市民プロデューサー

養成セミナー　目指せ! わたしたち発地域防災プロジェクト」講座の受講修了生で自発的に結成したグループです。

宝塚市にまた大災害が起きたらどないしょ! の不安をパワーに変えて、「YOKOHAMA防災力ノート」を参考に「たか

らづか発わたしの防災力UPガイド」を5000部作成しました。宝塚市民対象のワークショップや講演で使用し、コロナ禍

の数年を挟んで12年間で在庫が無くなったことを機に、宝塚市との協働で改訂版を作成することにしました。地域の防

災力UPに活用していただくため、わたしたちの思いがいっぱい詰まって4ページ増えた改訂版を持って、ワークショッ

プや講演にお伺いします。

わたしの防災力UP ガイド
「ゆれてるっ！！どないしょっ！！」

～もしもの時の自分力・地域力・市民力～

たからづか発
2025改訂版

掲載内容（画像•文章等）の無断複製•転載•転用•改変等の二次利用を固く禁じます

わたしの防災力 UPガイド 2025 改訂版
イラストが多く見やすくなりました



■つながりづくりネットワーク宝塚 ～「AED マップづくり」に挑戦～

フレミラ宝塚（大型児童センター）に通う小学生と共に、

フレミラ宝塚周辺の公園や商業施設などを巡り、AED を

探すフィールドワークを行いました。集めた情報をマッ

プにし、地域の安全に役立つ資料となりました。「自分

たちの行動が地域の役に立った！」。子どもたちがそう

実感できる貴重な機会となりました。

■宝塚・防災リーダーの会　～向こう三軒両隣のつながりを～

ふれあいいきいきサロンのみなさんと地域住民を対象に

「兵庫広域防災センター」での体験研修、ワークショップ、

佛教大学の後藤至
ゆきのり

功氏を招いた講演会をシリーズで実施

しました。日常と災害は連動することを再認識。日頃か

らのつながりづくりが災害時の支え合いにつながること

を改めて学ぶ場となりました。

■宝塚市防災チャレンジ／たからっ子防災くらぶ　～誰もが過ごしやすい避難所づくりを障害者と共に～

障害がある人と共に参加する福祉防災イベントを開催。

NPO 法人「ゆめ風基金」の八幡隆司氏の基調講演後、主

催グループ進行で避難所運営ゲーム「HUG」を体験しま

した。さまざまな障害のある方々の声を反映させながら

進めることで、「お互いを知る」ことの大切さを確認し、

深い気付きを得る機会となりました。

防災をきっかけに、地域のつながりが育つまちへ

災害という共通のテーマを通じて、地域の中に新たなつながりが生まれています。 子どもから大人まで、多様な立場の人々

が学び合い、支え合う経験を重ねることで、 「いざという時に助け合える地域」を少しずつ形にしていく。そんな確かな

歩みが、宝塚のまちに広がり始めています。

あなたの地域でも防災について考え、取り組んでみませんか？（はらっぱ）

市民の力で平常時から災害に備える
～宝塚市内で活動するボランティアグループの活動の一部を紹介します。～

みんなボランティア 218 号（2026.5.1 発行）

  Report

【 材料】
・缶詰パン　1缶
・バター　４０ｇ
・グラニュー糖　適量

【 作り方】
①缶詰パンを厚さ１㎝に切る
②半量のバターをフライパンに入れ、弱火で溶かす
③バターが溶けたらパンを並べる
④焼き色がついたら、残りのバターをパンに塗り裏返す
⑤両面がカリッと焼けたら、取り出してグラニュー糖を振りかける

市民記者が行く！

幅広い環境問題に取り組んでいるボランティアグループ「宝塚エコネット」を 2号にわたり紹介します！

逆瀬川駅の川の上流 1km ほど上がったところにある内畑緑地公園には、環境ボランティアグループ「宝塚エコ

ネット」が管理している『ピカピカランド』があります。

ピカピカランドでは、ホタルの育成や逆瀬川の清掃を行っ

ておられます。5～ 6月には飛翔するホタルの観察ができる

ように整備され、秋には近隣小学校の児童と幼虫の放流会

が開催されています。ピカピカランドの様子や宝塚エコネッ

トの活動はホームページ（右の二次元コード）からどうぞ。

※ 219 号では宝塚エコネットの『松尾湿原』を紹介します

幻想的な光に包まれて『ホタルの里  ピカピカランド』

宝塚・防災リーダーの会

活動内容：市内の防災力向上を目的

に、防災学習会や防災訓練への協力支

援や、メンバーの地域での防災活動へ

のサポートを行う。

プチレシピ『カリッとラスク』 備蓄の缶詰パン
を使って

ワークショップの様子

「HUG」を体験

ホタルの幼虫の放流会 逆瀬川の美化活動で拾い集めたゴルフボール

つながりづくりネットワーク宝塚

活動内容：防災ワークショップを実施

し、人とのつながりを生み出す機会を

提供する。また救命講習の実施により、

いざという時の備えとする。

宝塚市防災チャレンジ／

たからっ子防災くらぶ

活動内容：地域での防災学習会、防

災訓練の支援、福祉防災、パネル展

示、心肺蘇生法とＡＥＤ機器の使い方、

ペット防災などを行う。

AED を発見



みんなボランティア 218 号（2026.5.1 発行）

●フードドライブ情報
　ご家庭で眠っている・使いきれなくて余ってしまった食品を、ボランティア・団体・企業の皆さんにご協力いた

だき、必要な方に届けます。市内数か所に、回収ボックスを設置しています。みなさまのご協力お待ちしています。

ボックス設置日

【ダイエー、グルメシティ（閉店に伴い 5月 24 日まで）、ＫＯＨＹＯ】

　月〜日　営業時間内

【ぷらざこむ 1】月～土　9：00 ～ 17：00

【宝梅ハウス】月〜土　10：00 〜 12：00

【ごてんやまハウス】月～金 10：00 ～ 16：00

　（職員不在時あり。事前にご連絡ください。080-8536-0681）

【あいえる逆瀬 Work】月～金　10：00 ～ 16：00

【ラ・ビスタよりあい広場】

　月～金、第 1・3日曜日 13：00 ～ 16：00

【高松診療所】月〜金　9：00 〜 17：00

【良元診療所】月〜金　9：00 〜 17：00

【高司会館】毎週火曜日　9：00 〜 11：30

　　　　 　第 1金曜日　9：00 〜 14：00

【太陽商会（口谷東 3-67-4）】月〜金　9：00 〜 17：00

【フレミラ宝塚】月～日　9：00 ～ 21：00

【総合福祉センター】月〜土　9:00 〜 17:30

【安倉デイサービスセンター】月～土　9:00 〜 17:00

【コープめふ店】月～日　9：00 ～ 21：00

【ファミリーマート逆瀬台一丁目店】月～日 6：00 ～ 22：00

【ファミリーマート宝塚山手台店】月～日 0：00 ～ 24：00

【ファミリーマート宝塚高司店】月～日 0：00 ～ 24：00

【ファミリーマート宝塚警察署前店】月～日 0：00 ～ 24：00

【ファミリーマート宝塚御所の前店】月～日 0：00 ～ 24：00

活動の様子を
ホームページで
配信しています。

ご協力ありがとうございました。

ご協力いただいた食品は、ホームページ

に掲載しています。ぜひご覧ください。

●フードドライブ配布団体募集
集まった食品を活用していただける団体を募集し

ています。食品は月 3 回実施している食品交換会

でお渡しします。

詳しくは宝塚ボランタリープラザ zukavo まで。

●フードドライブ仕分けボランティア募集　
フードドライブで集まった食品の仕分けをします。

日時：5月 27 日（水）13：30 ～ 14：30

　　　6月 30 日（火）13：30 ～ 14：30

場所：ぷらざこむ 1
平日

ボランティア募集や相談会などの申込み・問合せは、
宝塚ボランタリープラザ zukavo まで。
　☎ 0797-86-5001　Fax0797-83-2425　
　E-mail avolun@nifty.com

●初めてのボランティア活動相談

「ボランティアに興味がある」「何か始めてみたい」を相談

しませんか？

日時：① 5月 12 日（火）10：30 ～ 12：00

　　　② 6月 8 日（月）14：00 ～ 15：30

　　　　（クリーンウォークをします）

場所：①ぷらざこむ１　②市内

定員：① 5名　② 10 名

　●相談会

要
申込 平日

●ボラコ移動カフェ

「ボランティアについて聞きたい」「誰かとお話したい」ど

なたでもお越しください。

【ラ・ビスタよりあい広場（すみれガ丘 2-5-1）】

　奇数月第 3水曜日

　5月 20 日（水）10：00 ～ 12：00　

【あくらす（安倉南 4-38-1　コープ安倉 2階）】不定期

　5月 27 日（水）、6月 24 日（水）10：00 ～ 12：00

【ひかりサロン宝塚小林】

　（小林 5-5-47 イズミヤ小林店 3階）

　奇数月第 4金曜日

　5月 22 日（金）　10：00 ～ 12：00

【一小宝梅ハウス（宝梅 1-12-43）】

　偶数月第 3水曜日

　6月 17 日（水）10：30 ～ 12：00

　●相談会

平日

【ファミリーマート宝塚美幸町店】月～日 0：00 ～ 24：00

【宝塚阪急】　月〜日　10：00 ～ 18：00（ギフトサロン）

　●ボランティア募集

●情報誌「みんなボランティア」の仕分け・発送作業

日時：6月26日（金）

　　　①10：00～11：30　②14：00～15：30

場所：ぷらざこむ 1　　　

平日平日

●点字講習会参加者募集

日時：毎月第 1・第 3月曜日　毎月第 2・第 4土曜日

　　　10：00 ～ 12：00

場所：ぷらざこむ 1　

内容：点字の初歩からパソコン点訳まで点字を学びます

対象：点字に興味のある方　　　定員：5名（先着順）

申込：宝塚ボランタリープラザ zukavo

申込締切：5月 30 日（土）

　●ボランティア募集

平日

土日
祝

要
申込 平日

　●ボランティア募集

●みんなボランティア市民記者募集

人と話をするのが好き！ 文章を書くのが好き！ 一緒に楽し

みながら情報発信してみませんか？ 未経験でも大丈夫です。

企画会議：5月1日（金）、6月5日（金）　14：00～16：00

　※参加できなくても「LINE」や「チャットワーク」にて連絡を取り合っています。

場所：ぷらざこむ１　　取材：随時 土日
祝平日
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2月1日～3月31日まで

　相談　依頼件数

　　　‥‥50 件（うち終了分47件）

● LINE 公式アカウント始めました！

ボランティア募集や

イベント・講座など、

楽しい情報を発信し

ます。ぜひご登録く

ださい。 @395pvhpz

LINE →

一度定着してしまっているものを変えることはなかなか難

しいものです。エスカレーターを利用する際、片側を開け

て乗ることは、高度経済成長期に、鉄道会社の呼びかけで

広まりました。仕事の効率を求めることから始まり、「急

ぐ人のために片側を空けること」がこれまでマナーとされ

てきました。現在、エスカレーターによる事故件数は年々

増えています。追い抜き時の接触や、つまずきによる転倒

事故が多く、エスカレーターで歩くことの危険性が知られ

るようになってきました。駅などでは「エスカレーターは

歩かないように」とアナウンスされています。エスカレー

ターでは歩かず、立ち止まるよう義務付けた条例を設けた

自治体もあります。ルールだから守るのではなく、他者へ

の思いやりで、新しいマナーが定着する社会になっていく

といいな、と願っています。　　　　　　　　　かめきち

　●お知らせ

●おもちゃ診療所

壊れたおもちゃの修理をします。

日時：5月 23 日（土）、6月 27 日（土）　13：00～14：30

場所：ぷらざこむ 1　　　　　対象：どなたでも

費用：無料（材料費がかかる場合は実費）

申込：不要　※直接会場にお越しください

主催：おもちゃ診療所

　●お知らせ

●みんなボランティア 218 号読者アンケート

今号のこの記事に興味があります！」「こんな情報を掲

載してほしい！」など、みなさまの声をお寄せください。

ご協力お願いいたします。

パソコン（ホームページ）からも OK

宝塚　ボランティア

　●お知らせ

●大地震そのときの生活を考えよう

大地震後の生活の備えについて、日常生活の中でできるこ

とは何か、トイレや食品の準備はどうすればよいか等を考

える展示を実施します。非常食の試食もあります。

日時：5月 25 日（月）～ 5月 30 日（土）

　　　10：00 ～ 17：00（最終日は 15：00 まで）

場所：ぷらざこむ 1

対象：市民の方

費用：無料

申込：不要

主催：宝塚広域ボランティア連絡委員会

　●お知らせ

●空き缶のプルトップが車いすになりました

zukavo の事務所の一角でプルトップを集めています。こ

の度、プルトップが車いす 2台と交換されました。車いす

はぷらざこむ 1にて大切に使用させていただきます。

プルトップなどを集めています空き缶のプルトップが車いすになりました

　みんなボランティア204号（2024.1.1）

で紹介した「通学付添いボランティ

ア」。付添いが必要だった学生さんが

3 月に高校を卒業され、ボランティア

さん 4人による活動が終了しました。

通学の付添い活動が始まってから、通学路で声をかけてく

れる住民さんも増えて、みんなで学生さんの成長を見守っ

てこられた 5年間でした。

　また、最後の活動打合せ会では「困った時はこれからも

お願いします。」というお母さん声に、「また何かあったら

言ってね。」と自然に返ってくるボランティアさん

の言葉。そのやり取りに地域でのつながりの温か

さを感じました。　　　　　　　　（ま～ちゃん）

zukavo 日記zukavo 日記

　●お知らせ

●みんなで考える災害ボランティアセンター

災害ボランティアセンターの在り方について話し合う

場に参加する方を募集します。

日時：7月 4日（土）13：30 ～ 15：00　　　　

場所：ぷらざこむ 1

対象：災害ボランティアセンターに関心のある方

申込：二次元コードから

　　　または宝塚ボランタリープラザ zukavo まで


